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12
月
20
日
㈭
、
第
10
回
東
区
協
議
会
が
出

席
委
員
20
人
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
力
向
上
事
業
に
つ
い
て

　

東
区
区
振
興
課
か
ら
、
区
企
画
事
業
２
件
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
東
区
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

︿
概
要
﹀

　

非
常
持
出
用
品
や
家
具
の
転
倒
防
止
用
具

な
ど
の
災
害
時
に
役
立
つ
用
品
を
、
東
区
役

所
内
の
「
防
災
広
報
ブ
ー
ス
」
に
展
示
す
る
。

ま
た
街
頭
で
防
災
・
減
災
に
関
わ
る
啓
発
イ

ベ
ン
ト
を
実
施
し
、
各
家
庭
で
で
き
る
身
近

な
防
災
対
策
を
周
知
す
る
。

○
浜
松
市
東
区
観
光
Ｐ
Ｒ
冊
子『
東
の
細
道
』

作
成
事
業

︿
概
要
﹀

　

浜
松
城
や
家
康
公
ゆ
か
り
の
地
、
東
海
道
、

姫
街
道
な
ど
を
日
本
を
代
表
す
る
若
手
俳
人

が
訪
れ
、
俳
句
を
詠
ん
で
「
俳
人
の
視
点
」
か

ら
東
区
を
紹
介
す
る
観
光
Ｐ
Ｒ
冊
子
「
東
の
細

道
」
を
作
成
・
発
行
す
る
。

︿
委
員
か
ら
の
質
問
﹀

Q　
「
東
の
細
道
」
作
成
事
業
に
つ
い
て
、
資

料
に
若
手
俳
人
と
あ
る
が
、
東
区
に
ゆ
か
り

の
あ
る
人
な
の
か
。

Ａ　

東
区
俳
句
の
里
づ
く
り
事
業
で
尽
力
い

た
だ
い
て
い
る
俳
人
を
中
心
と
し
た
構
成

で
、
中
央
俳
壇
で
著
名
な
人
で
あ
る
。

Q　

俳
人
へ
の
謝
礼
は
予
算
内
に
あ
る
の
か
。

Ａ　

予
算
内
に
あ
る
。
交
通
費
、
宿
泊
費
も

予
算
に
含
ま
れ
て
い
る
。

浜
松
城
公
園
長
期
整
備
構
想
に
つ

い
て

　

緑
政
課
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

︿
委
員
か
ら
の
質
問
﹀

Q　

長
期
整
備
構
想
に
変
わ
っ
た
際
の
文
化

施
設
関
連
予
算
は
、
ど
う
す
る
の
か
。

Ａ　

今
後
、
各
所
管
課
が
今
回
の
構
想
を
考

慮
し
て
、新
規
設
置
や
改
編
な
ど
の
事
業
計

画
が
実
現
で
き
る
段
階
に
達
し
た
ら
、必
要

な
予
算
額
で
執
行
す
る
事
に
な
る
。

Q　

市
民
と
共
に
成
長
す
る
公
園
と
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
に
市
民
が
関
わ
る
の
か
。

Ａ　

計
画
段
階
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

き
、市
民
の
意
見
を
聴
く
。
ま
た
公
園
完
成

後
に
は
、先
進
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
「
市

民
が
公
園
の
運
営
に
関
わ
る
」と
い
う
考
え

方
な
ど
も
取
り
入
れ
た
い
。

Q　

小
学
校
の
統
合
と
公
園
整
備
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
が
合
わ
な
い
が
、ど
う
理
解
す
れ
ば

良
い
の
か
。

Ａ　

今
は
市
民
か
ら
意
見
を
聴
取
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
の
で
、詳
細
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
る
。

東
区
協
議
会
だ
よ
り
Vol.
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昭
和
30
年
に
笠
井
町
の
大お

お
あ
ざ字
だ
っ
た
倉く

ら

中な
か

瀬ぜ

・
石い

し

原は
ら

・
中な

か

善ぜ
ん

地ち

・
羽は

鳥と
り

の
４
つ
が
合
体

し
て
、
豊
町
と
な
っ
た
比
較
的
新
し
い
町
で

す
。
４
つ
の
大
字
は
笠
井
町
以
前
は
、
豊
西

町
の
一
部
で
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
豊
田
郡

に
属
す
独
立
し
た
村
で
し
た
。
町
名
は
、
豊

西
町
の
豊
の
字
を
取
り
、
か
つ
「
ゆ
た
か
な

実
り
の
秋
を
平
穏
に
迎
え
ら
れ
る
土
地
で
あ

れ
」
と
祈
念
し
て
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
お
よ
そ
１
４
０
０
年
前
に
築

か
れ
た
と
い
わ
れ
る
蛭え
び
す
も
り

子
森
古
墳
が
あ
り
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
墓
だ
と
す
る
説
や
、
そ
の

家
臣
ま
た
は
こ
の
地
域
の
豪
族
の
墓
だ
と
い

う
説
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

龍
光
と
い
う
地
名
は
、
か
つ
て
こ
の

村
に
龍
光
寺
と
い
う
曹
洞
宗
の
お
寺
が

あ
り
、
そ
の
お
寺
の
名
前
が
地
名
に

な
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。『
遠

州
国
風
土
記
』
に
も
龍
光
寺
の
記
載
が

あ
り
、
南
区
飯
田
町
に
あ
る
龍
り
ゅ
う

泉せ
ん

寺じ

の

末
寺
で
あ
っ
た
こ
と
は
読
み
取
れ
ま
す

が
、
い
つ
廃
寺
と
な
っ
た
か
は
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ほ
か
に
も
「
龍
神
様
の
目
の
光
に

よ
っ
て
天
竜
川
の
大
洪
水
が
起
こ
る
」

と
い
う
伝
説
が
あ
り
、
龍
神
様
の
目
の

光
か
ら
、
龍
光
と
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
説
も
あ
り
ま
す
。

○参考文献
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・加藤鎮毅『あの町この町　遠州地名町名物語・浜松・浜北篇』
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龍
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